
 

BCAO News 2015．12 

 

 1 
 

BCAO NewsBCAO News

 

 

 

 

 

 

 

 今回のニュースレターでは BCAOアワード 2014 において、「優秀実践賞」「特別賞」を受賞された皆様に
ご発表頂いた内容をご紹介いたします。 

 

【事業継続部門】 

優秀実践賞：株式会社大塚製薬工場様 

「株式会社大塚製薬工場の取り組み 

（地域を守る）」 

ご発表者：喜田 哲也 氏／株式会社大塚製薬工

場 BCM 委員会事務局 事務局長 

 

  

【BCP 策定の認識】 

私ども大塚グループは、世界の人々の健康に

貢献することを目標に企業活動を営んでいます。

その中で、大塚製薬工場は、輸液のリーディン

グカンパニーとして、臨床栄養の領域において

患者・医療従事者さまのベストパートナーであ

りたいと考え事業活動を営んでおります。当社

は国内に四つの工場があり、1 日 100 万本、150

種類の医薬品を生産しています。国内のマーケ

ットシェアは 50％以上いただいています。とい

うことは、他社による代替供給が効きません。

当社が被災しますと、医療体制が立ち行かない

ことが想定されます。そこで、医療体制を会社

としてしっかりサポートしていく必要があると

いう認識で BCP を進めています。 

 

【BCP の社内の位置付けと内容】 

当社の BCP はあくまでも経営戦略であり、

環境変化に伴う中長期計画とリンクしています。

投資も積極的に実行しておりますが、やはり、

環境変化を感じながら BCP をブラッシュアッ

プしていくことがベースになっています。 

大塚製薬工場のBCP（概要説明）

■避難場所の再設定と備蓄品の設置

■安否確認システム、緊急地震速報専用受信端末の導入

■災害時ポケットマニュアルの配布

■非常用通信機器の設置

■定期的な総合防災訓練（発災時を想定した避難訓練）

生命の安全確保

■テレビ会議システムの確立

■拠点倉庫への自家発電機導入

■受注・出荷対応の改善

■医薬受注センター2拠点化

■在庫の分散化

■配送機能の強化

■更なる配送機能の強化

物流手段の確保

■情報：重要データのバックアップ

■建物：耐震補強

■設備・製品：浸水、液状化対策

企業資産の保全

製品在庫の積み増しと原材料の確保

製品の

安定供給
物流手段の確保

生命の

安全確保

企業資産の保全

（情報・建物

・設備・製品）

製品在庫の積増

と原材料の確保

■製品在庫の積み増し

■原材料の複社購買体制

■原材料在庫の積み増し

 

 BCP においては、まず、社員、家族、顧客、

利用者の皆様の安全を確保した上で、重要業務

を継続し、損失を最小限に抑える、大塚製薬工

場として社会的責任を果たすこと、そして、ス

テークホルダーの事業継続に資するものであり

たいと思っています。 

当社の社会的責任ですが、先ほども申しまし

たように、製品の安定供給です。この安定供給

のため、生命の安全確保、企業資産の保全、製

品在庫の積み増しと原材料の確保、物流手段の

確保の各点を、実効性のある BCP で確実に遂

行できるよう準備をし、推進しているところで

す。 

特定非営利活動法人 事業継続推進機構

BCAO News
特定非営利活動法人 事業継続推進機構

BCAO News  
第２1 号  

 P.1  優秀実践賞：株式会社大塚製薬工場様 

P.2  優秀実践賞：株式会社亀井組様 

P.4  優秀実践賞：株式会社白謙蒲鉾店様 

P.5 優秀実践賞：豊田通商株式会社様 

P.7 特別賞： 

一般社団法人日本ビルヂング協会連合会様／ 

一般社団法人東京ビルヂング協会様 

・ＢＣＡＯアワード２０１４ 特集号 
  「優秀実践賞」「特別賞」 
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【目標復旧時間の設定】 

 大塚グループの BCP における医薬品の目標

復旧時間は、受注活動については 2 時間以内に、

資材の調達は 2 週間以内に再開します。ロジス

ティクスに関しては、72 時間以内に全国の医薬

品卸の物流倉庫に運ぶ手段を構築しました。生

産に関しては、東日本大震災の際にリカバリー

できた工場の復旧時間が大体 3 カ月でしたので、

3 カ月後には従来と同じような生産体制に戻る

ということを目標に、備蓄の積み増し等の対策

を昨年の 12 月に完了しました。 

 

【災害発生に備えた地域防災活動へ協力】  

 

防災協定締結

鳴門市【日時】2012年10月 2日（火） 松茂町【日時】2013年 7月 1日（月）

 

当社における災害に対するもう一つの大きな

役割は、自助として地域と連携し、一緒に防災

に強い地域作りをしていくことです。その中に

は、徳島県でしかできない取り組みもあります。

県庁、市役所、町役場、国交省、そして専門家

がいらっしゃる防災センターなどでいろいろな

知識・情報を教えていただき、行政と協動して

物事を進めています。同時に県警など他機関と

も協議しながら、徳島であればこそできること

に積極的に取り組んでいこうと思っております。 

当社は、鳴門市と防災協定を結び、その中で、

当社の生産工場の屋上を、地域の皆様 1500 人

を収容できる津波の一次避難所として開放する

こととしています。また、水、食料等の供給も

協定で約束しています。さらに、松茂町とも防

災協定を結びました。 

 

 

【今後の展開】 

 

川東地区
自主防災会

鳴門市消防本部

鳴門警察署

里浦地区
自主防災会連合会

鳴門市役所
危機管理局

株式会社大塚製薬工場
（危機管理を自ら担う社員の育成）

里浦土地改良区

鳴門市教育委員会
学校関係

情報の共有、認識の共有 ＣＣＰ（地域継続プラン）

ＣＣＰ実践はご近助付き合いから

 

 私どもの工場周辺は自主防災会の方々を中心

に防災意識が高いところです。そこで、行政と

一緒にコミュニティーの継続プランを、お互い

の顔の見える近いところの付き合いから始め、

作っていきたいと思っています。今後も会社で

やるべきこと、地域と一緒にやるべきことを精

査し、実効性を高めていきたいと思っています。 

 

 

優秀実践賞：株式会社亀井組様 

「東日本大震災後のBCPの見直と 

社員の意識改革」 

ご発表者：根来 慎太郎 氏／ 

株式会社亀井組 企画室主任 

 

発表の前にひと言お礼を申し上げます。今回

このような賞をいただきましたのは、BCP の見

直しにご協力をいただきました、兵庫県立大学

防災教育研究センターの浦川准教授、徳島大学

環境防災研究センターの湯浅助教、GIS の世界

的シェアをお持ちの ESRI ジャパン株式会社様
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のおかげです。重ねて御礼申し上げます。 

 

【BCP への取り組みの概要】 

弊社 BCP の概要をご説明します。弊社は

BCP の見直しには、ボトムアップ方式を取り入

れました。本来ならば、トップダウン（経営層）

で重要業務等の内容を決定するところですが、

社員自らが防災・危機意識を変えていくことに

取り組み、その中で重要業務を選定する、ボト

ムアップ方式に変更しました。また、従来から

の知識では補いきれない部分を、防災の専門家

を招き入れ、ワークショップのお手伝いをして

いただきました。 

 徳島県は、南海トラフ地震で最大 20m 以上の

津波が来ると想定されています。弊社の所在地

では想定震度は 7 です。徳島県では 3 万 1000

人の死者が想定されていますが、これは「何も

対策をしなければ」という数字です。 

私たちはこの数字を軽減していかなければなり

ません。 

 

【BCP を見直すきっかけ】 

 東日本大震災発生直後、弊社は既存の BCP

に則り、緊急連絡網に従い携帯電話で連絡を取

ろうとしたのですが、震源より遥か離れた徳島

県ですが、携帯電話の発信制限がかかり、どこ

にも連絡ができない状態でした。しかしながら、

社内を見渡しても、社員に危機感はなく、役員

も社員も情報が入らない状態、また、電話も繋

がらない状態で、各自バラバラに行動し、最終

的には何も出来ない状況でした。私は BCP の

担当者ですので意識はありましたが、役員も含

めて多くの社員に「わが事意識」が少なかった

のです。 

 

【ボトムアップ型での BCP の見直し】 

  

 そこで、BCP 見直しのために、各部署から選

定された社員によるワークショップを開催し、

社員目線（現場目線）「ボトムアップ方式」で

考えることにより、社員各自に防災や危機意識

を植え付け、さらに、GIS を使った被災状況や

対応の見える化なども行って、自社の重要業務

を決めてきました。このワークショップは社員

主導で行いましたが、実は、社長も一部参加し

ています。最後には、重要業務として時系列で

何をやらなければいけないかを決定しますが、

その場面では、社長自らこの業務が重要なので

はないかと点数付けに参加しました。その後、

その結果を文章に起こしていき、最終的に重要

業務が時系列で並べられたマニュアルが完成し

ました。 

 

【今後の取り組み】 

 

ＧＩＳを取り入れたＢＣＰへ
図１ 従業員と事業所の到達圏

拠点から徒歩２時間圏内
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 今回受賞された皆さまの発表を聞かせていた

だきまして、弊社の BCP にはまだまだ足りな

い事があるということが改めてよく分かりまし

た。 

 弊社がやろうとしていることは、まず社員一

人一人に防災の意識を持たせる。さらに、企業

として継続していかないと、自分たちの給料も

ままならない事態もありうるという、まさに、

事業継続の可否が自分達の生活に直結している

ということを考えてもらうということです。そ

の身近なやり方として、GIS による見える化を

さらに活用し、意識を高めていくということに

これからもチャレンジをしていきます。  

 

 

優秀実践賞：株式会社白謙蒲鉾店 

「東日本大震災の経験を踏まえた事業継続活 

動（ISO22301 認証取得の取り組みとその成果）」  

ご発表者：白出 雄太 氏／株式会社白謙蒲鉾店  

常務取締役 

 

 

【取組みの概要】 

当社は、東日本大震災で石巻地域の全事業所

が津波で被災しました。その後、従業員と取引

先の協力により、同年 4 月 17 日に復旧するこ

とができました。その後、BCP の策定に取り組

み、2014 年の 2 月に ISO22301 の第三者認証

を取得しました。現在では、平時でも有事でも

常に現状の再定義を行うことの重要性を合言葉

に教育訓練等を実施し、BCP の改善を図ってい

ます。 

 

 

【BCP に取り組む経緯】 

 当社は、創業 103 年目を迎える魚肉練り製品

の製造販売業です。製品は、極上笹かまぼこ、

揚げかまぼこ、そして、いまだに手作りの商品

など、現在では三十数アイテムの商品を作って

います。 

 東日本大震災の被災ですが、石巻地域の全事

業所に最大 6 メートルの浸水がありました。た

だし、就業中の従業員は全員無事で、私達の「白

謙会」という取引業者会のご協力を得て、1 ヶ

月程度で営業再開ができ、そして、同年の 12

月には完全復旧することができました。これが

被災当時の写真ですが、この工場では 6 メート

ルの浸水がありました。 

BCP への取組みのきっかけとして、この津波

で被災した同じ場所での事業の再開、復旧・復

興を決定したことから、お客さま、従業員、取

引先の不安がかなりありました。そこで、リク

ス対策を講じて安心していただく必要があり、

その際に ISO22301 の情報を得たことから、全

社を挙げての BCP へ取り組むことを決定しま

した。 

 

【防災危機管理マニュアルと BCP】 

 当社では、「防災危機管理マニュアル」とい

う名前の文章を作成しました。英語アレルギー

の方もたくさんいるものですから、この中では、

BCP という名前も全て日本語の表記にしてい

ます。これに初動対応から BCP 発動、そして、

津波警報以上の警報の発令時の対応を重点的に



 

BCAO News 2015．12 

 

 5 
 

BCAO NewsBCAO News

盛り込んでいます。さらに、現場レベルの応急

対応に関しては、応急対応 Q＆A として提示し

ています。このような活動に加え、本年度は、

一事業年度で 15 回の演習を行っています。 

 

3. ISO 22301 認証取得までの取り組み

 BCM推進委員会 【平時の活動組織】

 災害対策本部 【有事の活動組織】

 活動メンバーの選定には、東日本大震災の活動経験・
実績を反映（旧来の組織体制・職位にこだわらず）

(1) 活動体制の整備：平時と有事の活動体制の明確化

7 Copyright (株)白謙蒲鉾店 All Rights 
Reserved.

 初動対応からBCP発動に伴う復旧対応を記載
特に、津波警報以上の発令時の対応を重点的に盛込む

 現場レベルの応急対応を「応急対応Q&A」として掲示

(2) 防災・危機管理マニュアルの策定（2013年10月制定）

防災・危機管理マニュアル

応急対応Q&A

(3) 人材育成活動

 「白謙BCMSキックオフ宣言」の掲示

 「携帯用ポケットカード」、防災教材の配布

 平時でも有事でも「現状の再定義を常に行うことの重要性」
を合言葉に、様々な教育・訓練を実施

 緊急通信・情報連絡訓練、防災・危機管理マニュアルの読合せ、
普通救命救急講習会 など

 

 そして、現在の取組としては、門脇工場は前

回の津波被害で 2 階までは浸水はなかったので

すが、さらに上回る津波を想定した新管理棟の

建設を行い、4 階部分には避難スペースを設け

ています。 

4. 現在の取り組み
 2014年2月 ISO 22301:2012 認証取得
・「認証取得からがスタート」

 新管理棟の建設 （2015年3月末竣工予定）
・ 4階部分に避難スペース設置
（東日本大震災の2倍の津波に対応）

 自然災害以外のリスクへの対応
・従前からの感染症対策をBCMSに組込み

 白謙会でのBCP勉強会（取引先への取組み拡大）

8

ISO 22301 認証授与式
（石巻市役所 2014年3月）

Copyright (株)白謙蒲鉾店 All Rights 
Reserved.

新管理棟の建設
（2015年3月現在）

 

 

【BCM の成果】 

 

5. 事業継続活動の成果
 事業継続への社員の意識の高まり
・ほとんどの社員が東日本大震災の経験者であり、BCPの教育・訓練等に
積極的に参加

 災害対応の実績
・石巻地域での大雪（2014年2月）、ゲリラ豪雨（2014年9月）に
際しても、平常どおり操業・営業を継続

・事前の休日変更・シフト変更、緊急出社対応により、製造・出荷
体制を確保

 組織体制の活性化など
・事業継続活動の中心メンバーへの若手社員の登用、社員アンケー
トの実施などで、現場の声が経営陣へ、より届きやすく

・事業継続に限らず、日常の事業活動へも好影響
・ISO 22301の認証取得や事業継続の取り組みの公表などにより、
社員採用活動にも効果

 日本政策投資銀行 BCM格付Aランク取得（2015年2月）

9 Copyright (株)白謙蒲鉾店 All Rights 
Reserved.  

 事業継続活動の成果としては、やはり生命に

関わる問題なので意識は高く、積極的な参加が

見られました。社員に対して試験を行うのでは

なく、アンケートを実施することで、現場の声

を直接提出させる仕組みを作りました。これに

より、社員の取組みの実情や不安等をかなり理

解することができました。そして、震災後から、

多くの工場見学の受け入れも行っています。 

 まとめとして、これからも白謙蒲鉾店は、生

命第一優先の BCP に取り組み、そして BCM の

推進を図り、宮城県の食の安全に寄与できるよ

うな高品質のかまぼこを作り続けていきたいと

思います。 

 

 

優秀実践賞：豊田通商株式会社 様 

「BCP グローバル展開 ～国内外 152 事業の

BCP を構築・運用～」 

ご発表者：山下 昌宏 氏／豊田通商株式会社 

総務部減災・ＢＣＭ推進室長 

  

  

【BCP 策定への取組みの始まり】 

まず、豊田通商グループの BCP グローバル

展開、すなわち、国内外 152 事業の BCP 構築

運用についてご説明します。弊社の基本方針と

して、豊田通商グループの国内外の事業体（単

体・子会社）の BCP を構築する、そして、継

続的に PDCA を回すための仕組みである BCM

を導入する、という考え方で進めてきました。 
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 われわれ BCP推進室が発足したのは 2012年

4 月ですので、2011 年の東日本大震災とタイの

洪水の後です。これらの発生の際、弊社もサプ

ライチェーンに大きな影響を受けたことから、

社長の「災害は必ず発生すると認識し、準備す

ること」という強いリーダーシップにより、専

任組織である BCP 推進室（当時）が発足しま

した。 

 

【BCP 策定の展開手順】 

 

3. プロジェクト全体スケジュール
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2015年

BCP
構築・運用

全社
イベント

実施作業
2013年2012年

事前準備

2014年

★6/15 プロジェクトキックオフ
コンサル
選定

コンサル契約
（スキルトランスファー）

★7/24 役員キックオフ
（基本方針発表）

事業選定
（企画部）

国内BCP構築
（59事業）

★11/22 BCP事例発表会

★9/13 初動訓練（秋季）

初動訓練（春季） 3/11★

★4/1 BCP推進室発足

★5/23 BCP事例発表会

★9/13 初動訓練（秋季）

初動訓練（春季） 3/11★

★11/18 BCP事例発表会

国内BCP対象事業の選定理由：

①顧客の生産ラインを止めるリスクが高い

②社会的責任が大きい
③代替がきかないリスクが高い

事業選定
（企画・現地）

海外BCP対象事業の選定理由：
顧客の生産ラインを止めるリスクが高い

②
渡
航
準
備

①
資
料
英
訳

豪亜極BCP構築
（33事業）

欧州極BCP構築
（11事業）

中国極BCP構築
（26事業）

米州極BCP構築
（23事業）

国内BCP運用
①従業員向けBCP説明会
②図上演習・実働訓練
③取引先向けBCP説明会仕入先BCP構築

（16社）

海外BCP運用
①従業員向けBCP説明会
②図上演習・実働訓練
③取引先向けBCP説明会

★9/13 初動訓練（秋季）

初動訓練（春季） 3/11★

★5/20 BCP事例発表会 ★11/18 BCP事例発表会

・事前準備⇒国内BCP構築⇒海外BCP構築⇒国内BCP運用⇒海外BCP運用の順に展開
・全社イベントとして初動訓練（年２回）とBCP事例発表会（年２回）を実施

 

 プロジェクトの全体スケジュールですが、過

去 3 年間で、まず、事前準備として、全体の設

計を行いました。その後、国内の BCP 構築、

海外の BCP 構築、その後、国内の BCP 運用、

海外の BCP 運用の順に展開してきました。 

まず、国内 59 事業ですが、パイロット事業

として 18 事業を定めて先に BCP を策定しまし

た。これらでは、コンサルタントと一緒に BCP

を作ってきました。その後、コンサルタントか

ら技術移転を受け、われわれ独自でグループ展

開し、41 事業の BCP を策定しました。2012 年

9 月から 2014 年 3 月まで、およそ 1 年半で、

国内の 59 事業の BCP を完成させたことになり

ます。 

 そして、これらと一部並行していますが、海

外の 93 事業の BCP を策定しました。タイ、イ

ンドネシア、中国といったリスクが高い国、そ

してビジネス上の重要性が高い国から優先的に

BCP の策定を開始し、欧州、米国、インド、南

アフリカ、その後、ベトナム、フィリピン、ロ

シア、メキシコ、ブラジル、アルゼンチンとい

った国に展開してきました。これらには、2013

年 6 月から 2014 年 10 月までのおよそ 1 年半を

かけて BCP を策定したことになります。 

 

【BCP の訓練と事例発表会】 

これら BCP 策定とは別に、全社のイベント

として、年に 2 回の初動訓練があります。当社

は 3.11 と 9.11 の年 2 回、この初動訓練を実施

しています。それから、毎年 5 月と 11 月には、

BCP 事例発表会を実施しています。 

 

【BCP の成功の秘訣】 
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5. 現地訪問によるBCP構築

インド ベルギー

南アフリカチェコ

国内外の全拠点を訪問し現地・現物でBCPを構築

成功の秘訣：③現地でBCPを一緒に作る

 

 弊社の BCP の成功の秘訣ですが、一つ目は、

経営者の積極的関与です。社長プロジェクトと

いうことで、グループ全体での認識が高まり、

各社が積極的に取り組んでくれました。二つ目

の秘訣が専任組織の設置です。スキルやノウハ

ウの蓄積と一人称で構築運用支援ができる体制

を構築することができました。三つ目の秘訣は、

現地で BCP を一緒に作ることです。国内外で

BCP を策定したすべての拠点を BCP 推進室メ



 

BCAO News 2015．12 

 

 7 
 

BCAO NewsBCAO News

ンバーが訪問して、現地の人と一緒に作りまし

た。これによって現地と顔が分かる関係を構築

でき、BCP 策定後、PDCA が回っていることを

確認する仕組みができました。 

 

【結果事象での BCP 策定】 

最後に、BCP の結果事象での策定についてご

説明します。われわれは国内だけでなく、海外

まで BCP を展開していくつもりでしたので、

想定する事象について、原因事象ではなく結果

事象で BCP を策定しました。このため、タイ

の洪水であったりタイの反政府デモであったり、

BCP の策定の際にまず想定したのとは異なる

原因の事象でも、臨機応変に対応して事業継続

できました。 

最近では中国天津の爆発事故や、ベルギーの

首都ブリュッセルでテロ警戒レベルが最高のレ

ベル４に引き上げられた際にも BCP が役立ち

ました。 

 

 

特別賞：一般社団法人日本ビルヂング協会連

合会様／一般社団法人東京ビルヂング協会 

様 

「『中小ビルのための事業継続計画作成支援

ツール』の作成及び普及」 

ご発表者：清宮 仁 氏／一般社団法人東京ビ

ルヂング協会 中小ビル事業委員

会 幹事 

  

 

【中小ビルの事業継続上の課題】 

 中小ビルというと、経営資源が非常に脆弱で、

だいたいオーナー1 人が事業継続に取り組んで

いるといっても過言ではありません。そういう

オーナーにワンストップで作れるツールを提供

したいと、全国各地でこのツールを説明し、メ

ディアを通して情報発信し普及に努めてまいり

ました。 

  

【2012 年のマニュアルと普及の課題】 

2012 年に発行した「中小ビルのための災害対 

応マニュアル」と「防災ポケットブック」は、

BCAO アワードで奨励賞をいただき、われわれ

は会員企業にこの普及を図ってきました。 

 

２０１３年 テナント満足度調査実施

防災対策の満足度平均点が最低

マニュアル・ポケットブックを実行したビルを抽出すると

満足度は高得点

重要と満足の
ギャップが
大きい

 

 その翌年の 2013 年にテナント満足度調査を

全国規模で実施したのですが、調査項目の「防

災対策」で、テナントさんの考えるその重要性

と、その満足度との間に非常に大きなギャップ

があることが分かりました。ただし、「マニュア

ルとポケットブック」を実践しているビルでは、

テナントさんの満足度はほぼ重要性と一致する

ぐらいになっていたのです。要は、実践してい

ないビルの結果が悪いということが明らかにな

りました。 

 なぜマニュアルが浸透しないのだろうか？ 

面倒くさい、何とかなる、被災してから考えよ

う、あるいはもっと楽観的で、自分のビルは大

丈夫という考え方が、まだまだ多いのです。根

拠のない自信、あるいは問題の先送り、この体

質を打開しなければ、中小ビルの防災対策は、

一部の意識あるビルにとどまってしまいます。 
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これではいけない、どうしたら打開できるのだ

ろうか。その答えが、実は BCP の策定手順の

中にありました。それは、災害の特定、影響度

の評価、重要業務と復旧レベル、そして被害の

想定です。つまり、損害とわれわれ自身の弱点、

これを見える化できるツールというのが実は

BCP だったのです。 

 

【BCP 作成支援ツールへ】 

 実は 2012 年の段階では、中小ビルには BCP

は無理だと、われわれは BCP を敬遠したので

す。それより、まずは現実面の対策をきちんと

やろうと、あの「マニュアルとポケットブック」

を作り、テナントさんにお配りしたわけです。

ところが皮肉なことに、やはり BCP がないと

これは駄目だということで、委員会に BCP を

作ろうではないかと問題提起しました。ところ

が、やはり中小には無理と、当初は大多数が非

常に懐疑的でした。なぜかというと、従業員は

だいたい 10 人以下、文鎮型組織と言えば聞こ

えは良いですが、要は組織というものがありま

せん。経営情報はほとんど社長 1 人が握ってい

て、社員にも開示したくはありません。事業計

画もありません。PDCA は何のことだか分から

ない。そういう方々に、何とか 1 棟でも多くの

ビルに BCP を普及させたいと、このツールを

開発したわけです。 

 

ＢＣＰ作成支援ツール For EXCEL

①→⑩の順番に解説を読み、入力・訂正・選択

 

 このツールは、エクセルで作り込み、この順

番にやっていけばできる。それから、普段気に

していない被害がどのようなものなのかを見え

るようにした。さらに、BCP 自体はこの中から

選べばよい、できるものを選んでいく、そのよ

うな形でマニュアルが完成します。 

 

【全国の中小ビルへの普及を目指して】 

 

ＢＣＰはマニュアルですぐ実行

ＰＬＡＮ
ＣＨＥＣＫ

ＤＯ
ＡＣＴＩＯＮ

 

 BCP が完成し、マニュアルがありますから、

それを使えば PDCA のプランとチェックがで

きて、ドゥー、アクションも同時に進行します。

私たちの目標は、会員中小ビルはもとより、全

国数十万棟の中小ビルに、この BCP とマニュ

アルを普及させることです。中小ビルの防災力

向上が都市防災につながると確信しています。 

 

 

 

～ BCAO 

設立 10 周年記念事業 ～ 

特定非営利活動法人事業継続推進機構は、

「国内外の個人及び企業、政府その他の団体

に対して、災害、事故、事件等のリスクの発

生時における事業継続（ＢＣ）の取組みの推

進に資する事業を行い、経済･社会的被害の

軽減及び地域社会における災害・危機管理対

策の充実を図り、もって、国及び各地域の安

全･安心･発展に寄与する」ことを目的として

2006 年に設立され、おかげさまで、来年 10

周年を迎えます。これもひとえに皆様方のご

支援とご指導の賜物と深く感謝しておりま

す。 

これまでの活動を振り返ると共に、今後の

10 年の基本方針を立て、「設立 10 周年記念

事業」を開催する運びとなりました。詳細が

決まり次第ご案内申し上げますので、多くの

皆様のご参加をお待ちしています。  
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